
令和2年度地域活動支援センター事業報告（光明の郷ケアセンター）　　　　　　　　　　

事業・施設 地域活動支援センター事業 利用定員 １０人

事業実施目的

利用者と日々コミュニケーション等を図っていき、利用者の
居場所作りを図ります。また、外に出る機会を設け地域と
の関わりをより一層深めていきます。創作品については作
るだけではなく、外部に展示できる機会をもち、利用者の
やりがいを得られるような機会の提供をします。 職員数 ６人

事業内容 特筆すべき事項と課題 重点項目・課題解決の方法

①外出支援として、利用者個別にニーズ調査
を行い、企画は行っていましたが、コロナウイ
ル感染防止のため外出支援は控え、室内で行
えるイベントに切り替え、支援に努め、ハンカチ
作りや、万華鏡作り等行い、ご自身で作った物
を持ち帰り、使用して頂いています。また、セン
ター周辺の散歩やセンターの花壇の水やり、
植え替えを行い、気分の切り替えや植物を育
てる事の大切さを学ぶ事が出来ました。

②今年度もご利用者、職員と一丸となって箕
面市手作り紙芝居コンクールに向けて創作を
行っていましたが、コロナウイルスの影響で中
止となりました。毎年、取り組みを行っていた
ので今までの作品を今年度は振り返り、事業
所内で紙芝居の読み合わせを行いました。

③音楽活動では、コロナウイルスの感染防止
のため発表会は行えませんでしたが、事業所
内で楽器の演奏等を行いました。

①外出支援については、コロナウイルスが落ち着けば、再
度行っていきたい。感染症対策をしっかり行いながら少し
でも外に出る機会を設けていきたい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

②紙芝居コンクールについては、今年度は中止になりまし
た。今年度は、今まで12年間取り組んできた作品を振り返
り、来年度はどうのようにしていこうか話合いを行っていま
す。また、計画的に創作し、外部展示をできる場所等を検
討していき活動の機会や意義を広めていきたい。

③音楽活動については、今年度は発表会こそ出来ません
でしたが、事業内で今までに作成した楽器の演奏等を行い
ました。今後も継続し音楽のもつ特性を活かしていきます。

職員とご利用者の関係性を深めながら、新たな活動を模
索し、サービス向上につなげていきたい。



令和２年度箕面市立光明の郷ケアセンター事業報告

事業・施設 白島荘生活介護事業所「フレンドカラー」 利用定員 20人

事業実施目的
障がいの知識、支援方法等専門性の高いサービスを提供するた
めに外部機関によるコンサルテーションを継続し実施していきま
す。利用者の工賃の安定に向けた取り組みも行っていきます。

職員数 14人

事業内容 特筆すべき事項と課題 重点項目・課題解決の方法

①外部機関によるコンサルテーションとし
て、社会福祉法人北摂杉の子会の方にコ
ンサルテーションを実施して頂きました。今
年度はコロナウイルスの影響で実施が困
難でしたが、リモートにて、1回のコンサル
テーションを実施しました。職員の知識向
上、障がい特性に応じた支援を目標に努
めました。

②工賃安定化に向けて、昨年度同様紙漉
き、名刺作成、本の修理作業を行いまし
た。また、今年度は箕面市傾聴ボランティ
アの会から紙漉き冊子の注文を請け負い
工賃安定に繋げました。

①コンサルテーションを通じ、支援に行き詰っている
支援方法の開拓、障がい特性に応じた支援方法を理
解し利用者に安心して過ごしてもらえるように努めま
した。リモートのコンサルということもあり。特定の職
員しか出席出来なったのが課題。

②昨年度と比べて、工賃は向上した。今年度は外部
からの注文が昨年度と比べると向上した結果による
と思われる。しかし、外部から仕事を受けるより、内
部で仕事を受ける方がまだまだ多い状況であるの
で、今後はもっと外部受注を受ける必要がある。今後
も引き続き工賃の向上を図っていきます。

①コンサルテーションに参加していない職員に対し、
伝達する時間を設ける等、工夫しながら全職員に伝
えていけるよう努める。

②外部受注をリスト化し、受けれる仕事を検討してい
くように努める。



令和2年度　箕面市立光明の郷ケアセンター事業報告

事業・施設 光明の郷相談支援センター「はくしま」 利用定員

事業実施目的

➀積極的なアウトリーチによる相談支援の推進。
（地域状況の把握や関係機関部会、研修会等に積極的に
参加し顔の見えるネットワーク構築に重点を置いた活動を
し、情報共有や社会資源の把握を行う）

②専門性の高い相談支援に向けての取り組み
(関係機関や箕面市が開催する定例勉強会、研修会等に
積極的に参加し自己研鎖に努め、他機関とのネットワーク
の構築を行いながら相談支援技術等を学ぶ）

職員数 1人

事業内容 特筆すべき事項と課題 重点項目・課題解決の方法

➀新型コロナウイルスの影響で、関係機
関数名が集まってのサービス担当者会議
や、利用者の自宅訪問によるモニタリング
の実施が難しい状況があり、電話やメー
ルなどの通信手段を用いての支援が中心
となりました。

➀対面での支援に比べて、通信手段による支援では
顔が見えない分、アウトリーチが難しく感じる場面が
多くありました。

利用者本人だけでなく関係機関にも多く働きかけて
聴き取りを行うなどして個々のニーズ把握に努めま
す。また、毎年行っている「利用者満足度アンケート」
にて、支援の改善点を明確にしていきます。

②新型コロナウイルス感染予防の観点か
ら、集団での受講となる研修会などの多く
が中止になり、開催された場合でも感染拡
大以前にはなかったリモートでの参加とな
ることがありました。

②今後はこのような形での研修会が中心となっていく
と思われるので、ZOOMなどの通信手段に対応出来
るパソコン環境の整備が望まれます。



令和2年度　利用者実績表 箕面市立光明の郷ケアセンター（障がい者サービス事業）

地域活動支援センター ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 年間

開業日数 21 18 22 21 20 20 22 19 20 19 18 23 243

男性 6 5 6 6 6 6 7 6 5 6 5 5 69

女性 2 2 2 2 3 1 2 3 3 3 2 3 28

延べ利用者数 50 42 66 56 61 60 102 74 80 72 62 85 810

１日平均 2.4 2.3 3.0 2.7 3.1 3.0 4.6 3.9 4.0 3.8 3.4 3.7 3.3 

生活介護 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 年間

開業日数 21 18 22 21 20 20 22 19 20 19 18 23 243

男性 10 10 11 11 12 12 12 13 13 13 13 13 143

女性 8 7 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 95

延べ利用者数 219 208 265 266 261 288 316 250 298 287 282 352 3292

１日平均 10.4 11.6 12.0 12.7 13.1 14.4 14.4 13.2 14.9 15.1 15.7 15.3 13.5 

相談支援(特定) ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 年間

開業日数 21 18 22 21 20 20 22 19 20 19 18 23 243

男性 27 27 27 27 27 27 27 28 28 28 27 27 327

女性 17 17 17 17 17 18 18 18 18 17 16 16 206

相談支援(児童) ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 年間

開業日数 21 18 22 21 20 20 22 19 20 19 18 23 243

男性 19 19 19 19 19 19 19 19 19 20 20 20 231

女性 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 84

実利用者数 8 7 8 8 9 7 9 9 8 9 7 8 97

実利用者数 18 17 19 19 20 20 20 21 21 21 21 21 238

実利用者数 44 44 44 44 44 45 45 46 46 45 43 43 533

実利用者数 26 26 26 26 26 26 26 26 26 27 27 27 315
































